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第 ぎ゙ 章　自治体

地方自治体２つのインターネット利用事例

S･･住民とのコミュニケーションを図る岡山県と藤沢市･･S

万　　　都道府県とIXII｣｜]]村̂ から なる地方自治体は、現在日本に約

y　3,400 存 在する。そ れら地方|'|治体 による インターネット利川

は、1993 年に 横浜11｣‘・ 神戸巾などの政令指定祁巾によりウェブ

ページが開設されたのが始 まりである、その後の社会へのイン

ターネットの汚及につれ、自治体によるＷＷＷページ開設も急

増し、現在では3分の1以ll の自 治体がなんらかの形でページを

持っていると茴定されており、今後も増加を続けていくものと

万　思われる、

それでは。それら自治体が提供しているコンテンツはどのよ

うなものであろうか、 一時は、｢ 自 治体のページは観光案内ば

かりであまり面自くない｣ という声を聞く時刈もあった。しか

ヶ　　し96 年から97 年にかけて、自治体ならではのコンテンツを整備

ｌ　　しようとする試みが各地で行われている。その1つ の人きな流

れは、インターネットを利川して住民とのコミュニケーション

を図ろうとするものであった、

従来、仕民の意見などを自治体が収集する場合は、アンケー

：　　卜や住民モニター、あるいは公聴会の開催などといった方法が

プ　　とられていた｡ しかし、これらの方法だけでは、限られた範囲

の住民の意兄しか集めることができない点や、自治体からの帖

報提供が伴わず、住民からの･ 方向的な発ｊ に終わってし まい

がちな点などに限界が存在していた。そこで、電子メールや

Ｊ　 ＷＷＷといったインターネットによる双方向的なコミュニケー

ｙ　　ションツールを利用することにより、自治体の現状や把握して

いる情報を公開したうえで、多数・多様な住民との意見交換を

行い、公ずな意思決定に役立てようとする動きが見られるよう

になったのである。このような動きは96 年ごろからあり、先駆

的な事例としては神奈川県人和淞‥の邪II｣‘マ スタープラン策定

、　やヽ 束京祁巾 刔X の｢ まちづくりホームページレI:｣などが挙げ

１　　られる。

ここでは、現在地方自治体と仕民とのコミュニケーションの

ためにインターネットを効米的に利用している悁列として、岡

山県と神余川県の藤沢巾による例を紹介したい｡、

岡山県のマイ・ホームページ・サービス

http://ｗｗｗ.pref.okayama.jp/

住民と地方自治体がコミュニケーションを図るためには、ま

ず自治体が持っている情報を積極的に住民に公開し、地域の現

丿　状や課題などを明らかにすることが必要である。近年､イ| 治体

：　 でも情詼公開か政策課題とされており、インターネットなどを

利川して積極的に情報を住民に提供しようとする先進的な|'|治

体が見られるようになった 、たとえば、岡山県のウェブページ

では、令部署がそれぞれのページを作成しており、ＨＴＭＬフア

＝　イル数は約7,800 にのぼる。このように、行政が持っている･j'Ilj

報は膨人かつ 多岐にわたるものであり、利川矜が知りたい･|'Ilj愎

にいかに簡仰 こアクセスできるようにページを作成するかが､渫

題の1つであるｰ

そこで岡山県のウェブページでは、項llや キーワードによる

Ｉ　 検索に加え、97 年9 月から｢ マ イ・ホームベーシ ーサービ ス｣

＝　　と呼ばれるユニークなサービスを実施している｡

卜･インターネット白書'98

｢マ イ・ホームページ・サービ ス｣ とは、利川者各自が自分

の興味関心にそって選択した川li について、リンク集を作成す

ることができるサービスである　 作成したページをブックマー

クに登録しておけば、次川以降は読みたいページにI¢l:接 アクセ

スすることができるようになる　 たとえば岡山県の情報ハイウ

ェ イ構想について関心がある場介、その問題に関するリンク集

(マ イ・ホームページ) を作成しておけば、定期的にチェック　　レ

する場介に検索の手問を省くことができるようになる。さらに

iitなるリンク簾と宍･な り、送択した項日のページが 史新すると

電子メールでその情報のお知らせが送られてくる機能や、衣小

する項||を 前川のアクセス時から史新があったものだけにでき

る機能などが提供されている｡ もちろんリンク先を追加・変心

することもll｣'能 となっている。

このサービスは、地方自治体が情報提供を実施していくうえ

で、自治体仰|からが利JI｣名･に 見て欲しい情 報を･ 方的に提供す

るだけではなく、各利JI｣名･そ れぞれに自治体の持っている膨人

な情報を|'|』||に編集させようとする視点を含んだものである｡　 、

冂岶||県ホ ームページの|| 指すもの｣ というページには｢ 私た　　｣

ちは、行政というカテゴリーにおいて最鳥のサービスを提供し

ます｣ と 記してあるが、利川占･本位のページ作りの姿勢が、こ

の｢ マ イ・ホームベーシ ーサービ ス｣ にも現れているように筆

者は感じているり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

岡山県の･Jf･例は、自治体から住民に向けた恰報提供の手段と　　=卜

してインターネットを活川している例として取り卜げた。次に　　１

記す藤沢II｣'のｊ 例は、自治体の政策形成へのjlJ'民 参加のf 段 と

してインターネットを活Jljしている事例である

図1　岡山市の「マイ・ホームページ・サービス」では訪れ

る市民が自分のリンク集を作ることができる。
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藤沢市の市民電子会議室実験

httｐ://ｗｗｗ.city.fujisawa.kanagawa.jp/

1｡　　　　藤沢巾では97 年7 月から、新しい巾民参加システムの構築と

コミュニティの形成を目的として、「Ili民 屯f 一会､渓室実験（電

j;　　縁祁lliふ じさわ）」という電r･ 会議室を運営している。この試

みの特色は、ql,にメールやｗｗｗのフ ォームなどを使って利Jlj

：　　者からの心見や提ｊ を受け付けるだけでなく、電了一会議室を設

けることにより、111民や 巾役所の担当行による公剛された意地

シ　　交換の場を創設したことにある｡ こ のことにより、おjlﾐい に

ｙ　ｒｊいっぱなし」「聞きっぱなし」になることなく、第ﾓ 名･の視

］　 線の中で責任をもってコミュニケーションを行う雰囲気ができ

ている､｡議論のテーマとして［藤沢の暮らしを考える］といっ

た11j政に関する事柄を全般的に扱う会巌室からF 藤沢市環境本

､汁向検討中間報占」といった佃別の問題に関する会議室まで、

レ　　常に複数の会議室が設けられている。 また、巾民が自IIIに会議

ｉ　　室 を 作成することができるのも「屯縁祁Il」ふじさわ」の特徴の

1つ であり、「モバイルコンピューティング」「叨Ｌ集めの」|こパ

端衆会室」といった会議室で、巾民同士が自山にやりとりを交

：　　わしている、

「電縁祁Il」’ふじさわ」の運･」:?は 巾民より公募された運営委Ｈ

レ　　会が行っており、議論を収りまとめて市に提出する役割も米し

：　　ている。97 年1 け」末には議論のまとめを3 テーマ1 Mi 11にわた

る「Ili政 に 関する提案占」 として提出したが、98 年3J 」には

「Ili民 電f 一会議室の提案､|::に対する収糾状況 悵ｙ,I:こ」 として、

、　　その川答が「電縁都市ふじさわ」と藤沢巾のウェブページllに

ｊ　　て公開されている。

１　　　藤沢lhの ように、電ｆ会議室などの方法でIlj’民 参加を行って

：　　いる自治体は近年増えてきてはいるか、「総合､函XIliの 策定のた

め」といった期間限定のものが多いご 旧常的に施策に関する屯

ｆ会､渓室を設置し俘任の職ｎを配置している自治体は、藤沢巾

し･　　以外にはおそらくないのではないだろうか､リil.に 「ご意見をお

夕　　待ちします」という消極的な姿勢ではなく、いわば住民と自治

ｙ　　体が対等のヽﾝl場に立ってコミュニケーションをしようとすると

いう藤沢Iljの 真摯な姿勢からは、今までの自治体にはない新し

さを感じるのである。

万　　　現在、地方分権が叫ばれるなか、地方自治体に期待される役

:｡　 割が人きく変化しようとしている。その流れの巾で、自治体の

:･　　インターネット利川法もまだまだ洗練されていく必要があるだ

ろう。ここでは、住民とのコミュニケーションのために地方自

治体が イン ターネットを意欲的に活川しているljゆlと して、２

１　　つの自治体をとりあげた、これらのページを含め、自治体によ

１　　るｗｗｗページのさらなる充実を期待したい｡

（橋本岳・慶應義県人:学 ）
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図2　藤沢市の「市民電子会議室実験（電縁都市ふじさわ）」

では活発な意見交換がなされる。
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